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下は湿潤率 100％に到達するまでに 136 分を要し、
ショーツでは上昇を示さない。気象庁は時間雨量 20
～ 30mm を「強い雨」、30 ～ 50mm を「激しい雨」、
50 ～ 80mm を「非常に激しい雨」と区分している（山
崎、2005）。よって自然下において時間雨量 30mm の
雨に暴露されると、より早期にびしょ濡れ状態にな
ると推察される。
　今回の実験では歩行動作により身体が前後に移動す
るとはいえ、それは緩慢であるため、雨滴は身体に対
しほぼ垂直に落下したといえる。これに帽子着用効果、
および、雨滴のサイズが大きいことによる布の水分捕
捉率の低下などが加わり、スウェット下およびショー
ツにおける濡れの進行が極度に遅くなったのであろ
う。
　本研究結果は、実際の自然下における濡れとは異な
るところがあると予想されるが、個々の衣類が濡れて
行く過程の違いについて把握できたことに意義がある
と考える。
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